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英国における現代語教育の現状
歴史的背景を踏まえて

上 條 雅 子

は じめ に

社会 の変化 に伴い 、英 国の学校 ・教 育機 関におけ る現代語 の教 育が変化

してい る。学 校教育 において 、現代語 科 目は英 国の成立 に関連 して重要視

され て きた。 しか し、特 に1945年 後 か らの移民 の増加 と英 国の経済 の低

迷 お よび世 界 の中で 国際的 に必 要 とされ る人材 の養 成に対処 す るた めに、

政 府 は学校教 育 にお いて現代語学習 を促進 ・強化 す る教育法 を導 入 した。

この論文 では、 まず 、英国 にお ける現代語教育 とその変化 を、公立学校

(ステー ト ・ス クー ル)、 少数 民族 の学校 、私立 学校(独 立学 校)、 高 等教

育 並び に言語 学校それ ぞれの ケー スを理論 と実践 の観点 か ら考察 し、現代

語 学習促進 におけ る諸 問題 を指摘す る。多民族 ・多文化 国家 であ る英 国の

現 代語学 習の促進 ・強化 の方策 は、社 会の変化 に よ り従来 の言語 教育 にコ

ミュニ ケー シ ョンが必要 とな ってきた こ と、言語学 にお いて コ ミュニ ケー

シ ョンに関す る理論 が発 展 してきた こ と、少数民族 の言語 に関す る関心 が

内外か ら高 まった ことに関係 してい る。問題 とな ってい る移民 を含む少数

民族 の歴 史 ・文化 を維持 ・促進す るこ とによ って、かれ らを英 国 に同化せ

ず平等視 し、かれ らの言語(母 語)を 外 国語(ウ エル ズ語の ケー スは例 外)

として言 語戦略 に用 い るこ とが含蓄 され ている と思われ る。 この観点 か ら

現代語教育の歴史的背景を学校における現代語 とマイノリティの母語の社

会的変化および言語学的背景を概観する。
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1英 国 に お け る 現 代 語 教 育

現 代 語(modernlanguage)と は生 き た 言 語 、 す な わ ち現 在 使 わ れ て い

る言 語 で あ る。 現 代 語 は ス テ ー ト ・ス クー ル(公 立 学 校)、 マ イ ノ リテ ィ

の 母 語 ス クー ル(mothertongueschools)、 マ イ ノ リテ ィ集 団 設 立 の 有 志

学 校 ・補 習 校(voluntaryschools,supplementalschool)、 コ ミュ ニ テ ィ ・

母 語 クラ ス(community-basedmothertongueclass)、 学 校 の 施 設 を 借 用

した 協 力 母 語 ク ラ ス(partnershipmothertongueclass)、 独 立 学 校(私

立 学 校)、 高 等 教 育 機 関 、 言 語 学 校 な どで 教 え られ て い る(Abudarham,

pp.145～146)。

ス テ ー ト ・ス クー ル の 中等 教 育(11～18歳)お よ び 独 立 学 校 に お け る

現 代 語 の主 流 は 依 然 と して フ ラ ンス語 で あ る。政 治 ・経 済 の 変 化 に伴 うニー

ズ の 増 加 に よ り、 中 国語 、 ロ シ ア語 、 日本 語 な どは 、Aレ ベ ル の 試 験(18

歳 で 受 け る 国 家 試 験)科 目 と して受 験 す る生 徒 数 が 多 少 増 加 して い る。 中

等 学 校 に お い て マ イ ノ リテ ィの 母 語(Mothertongues)は 現 代 外 国語 科 目

と して認 め られ て い る学 校 もあ る。 そ の 歴 史 的 背 景 に は 、 言 語 学 の発 展 と

社 会 の 変 化 に よ り複 雑 か つ 多 様 な 問題 が あ る。

1.ス テ ー トス ク ール に お け る 現 代 語

1988年 教 育 改 革 に よ り、 イ ン グ ラ ン ドとウ エ ル ズ に お け る ス テ ー ト ・

ス クー ル の 義 務 教 育(ll～16歳)の カ キ ュ ラ ム に 、 現 代 語(modern

languages)の 学 習 が 義 務 化 され た。1995年 の ナ シ ョナ ル ・カ リキ ュ ラ

ム 改 正 に よ り、 現 代 語(modernlanguages)は 、 現 代 外 国 語(modern

foreignlanguages)に 変 わ った(DepartmentofEducation,p.v)。 現 代 外

国 語 は イ ン グ ラ ン ドの ス テー ト ・ス クー ル の11～16歳 の 生 徒 に 適 用 され

る。 ウエ ル ズ で は 、 小 学 校 の 児 童(5～11歳)は 英 語(指 導 言 語 が ウエ ル

ズ 語 の 場 合)あ る い は ウエ ル ズ語(指 導 言 語 が 英 語 の場 合)を 第 二 言 語(SL)



英国における現代語教育の現状 一歴史的背景を踏まえて一45

科 目 と して 学 ぶ が 、 現 代 外 国語 は11～14歳(9学 年)の 生 徒 に 適 用 され

る(DESW,p.4～8)。

多 数 の6thForms(第6学 級 カ レ ッ ジ 、16～18歳)で は 、2つ のAレ

ベ ル 試 験 コ ー ス の 外 国 語(時 折2つ 以 上 の 外 国 語)が 開 設 さ れ て い る。

6thFormsで 外 国語 を 履 修 す る 生 徒 数 は 少 数 だ が 、1970年 以 来 そ の 数 は

増 加 して い る。1985～1986年 の 現 代 外 国 語 履 修 者 の 内、Aレ ベ ル の フ

ラ ンス 語 履 修 者 が 多 数 を 占め(17,000人)、 そ の 他 の現 代 外 国 語 履 修 者 は

(9,000人)で あ った(DES,p.5)。

現 代 外 国語 の 優 先 言 語:11～16歳 の第 一 現 代 外 国 語 は通 常 フ ラ ンス 語

で、 この 言 語 は ほ とん どい ず れ の 中等 学 校 で も開設 され て お り、 カ リキ ュ

ラ ム の 約10%の 時 間 を 占 め る。 ほ とん どの 中等 学 校 で 、 第 二 現 代 外 国 語

が 第2学 年 ま た は 第3学 年 か ら準 備 され て い る。 第 一 現 代 外 国 語 と して 、

ドイ ツ 語 履 修 者 は8%、 ス ペ イ ン語 履 修 者 は1.5%、 他 の 言 語 の 開 設 は 皆 無

で あ る。 多 くの 学 校 で 、第 二 現 代 外 国 語 と して ドイ ツ語 、 スペ イ ン語 あ る

い は イ タ リア語 を 開設 して い るが 、 そ の 履 修 者 数 は 少 数 で あ る。

フ ラ ン ス 語 以 外 の 現 代 外 国 語 を 学 校 で 第 一 外 国 語 と して 準 備 す べ き で

あ る が 、 生 徒 の ニ ー ズ と教 員 数 の 不 足 な どの 理 由 で 、 現 状 で は そ れ が 困

難 で あ る。 従 っ て 、 商 業 ・文 化 の ニ ー ズ か ら、 優 先 言 語 はEU(European

Union,欧 州 連 合)の 主 な 言 語 と して い る。 貿易 国 と して 、 上 記 以 外 の ヨー

ロバ の 言 語 お よ び ア ラ ビア語 、 日本 語 、 中 国語 、 そ の他 の ア ジ ア の言 語 の

話 者 も必 要 と して い るが 、 これ らの 言 語 の授 業 の 需 要 性 と準 備 にか か る 経

費 の点 で 、 そ の導 入 は 期 待 で き な い 現 状 に あ る(DESW,p.8～10)。

望 ま しい 現 代 外 国 語:学 校 が準 備 す る基 礎 言 語 科 目 とみ な さ れ る言 語 リ

ス トと言 語 決 定 条 件 は不 変 で あ る。 この リス トは 教 育 省 回覧(Department

ofEducationCircular)15/91の37～41章 と ウエ ル ズ教 育 局 回覧(Welsh

OfficeCircular)64/91に 記 載 さ れ て い る。 これ に 変 化 が あ れ ば 、 別 途 通
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知 され る。

現 代 外 国語 授 業:す べ て の生 徒 は 聞 く、話 す 、読 む 、 書 く技 術 を 相 互 関

連 で 発 展 させ る こ と、 特 に話 す 技 術 に重 点 を置 き、 コ ミ ュニ ケ ー シ ョンを

目的 とす る 活 動 を 通 して 、 外 国 語 を 使 用 して 外 国語 の 構 造 を 理 解 させ る。

外 国語 の指 導 言 語 は学 習 す る外 国 語 で あ る。

現 代 外 国語 指 導 者:現 代 外 国 語 の担 当教 員 は外 国 語 教 師 で あ るが 、 す べ

て の レベ ル の 学 校 で母 語 の 話 者(nativespeakers)を 用 い る こ と、 そ の た

め に母 語 外 国語 助 手 が 奨 励 され て い る。

特 に 、 上 級 生 徒 の 海 外 訪 問 、 海 外 交 換 留 学 が 奨 励 さ れ て い る。 教 育 訪

問 中央 局 ・交 換 留 学 中 央 局(TheCentralBureauofEducationalvisitsand

ExchangesCentralBureau)は 、 母 語 外 国語 助 手(Mothertonguesforeign

languageassistants)の 交 換 を 組 織 し、 事 業 計 画 の ガ イ ダ ン ス を 刊 行 し、

外 国 語 助 手 の 導 入 コー ス を 手 配 し、 生 徒 の 海 外 訪 問 と交 換 留 学 の 準 備 と利

用 ・取 り扱 い に 対 す る助 言 を す る(Abudarham,p.149～150)。

現 代 外 国語 の 評 価=11～16歳 の 生 徒 は5年 間現 代 外 国 語 を学 習 した 後 、

国 家 試 験 で あ る0レ ベ ル(Olevel,Ordinarylevel)試 験 を受 け 、 そ の 結 果

が 評 価 さ れ 、 そ れ が 卒 業 後 の 彼 らの 人 生 あ るい は 職 業 に 有 利 に な る こ と

が 期 待 され て い る(DESW,p.4～8)。 中 等 学 校 の 国家 試 験 で あ る 中等 教 育

修 了試 験(GCSE、Genera】CertificateofSecondaryEducation)の0レ ベ

ル と18歳 で受 け るAレ ベ ル(Alevel,Advancelevelexamination)科 目 と

GCSE国 家 試験 に準 備 さ れ て い る外 国語 とは異 な る。

現 代 外 国 語 と して の マ イ ノ リテ ィ地 域 の 母語(CommunityLanguages)

の 試 験 に は 次 の 種 類 が あ る が 、 全 て の マ イ ノ リテ ィ 地 域 の 母 語 が これ

らの 試 験 に 準 備 さ れ て い る わ け で は な い。 中 等 教 育 修 了 試 験Aレ ベ ル;

言 語 予 備 資 格 試 験(thelnstituteofLinguists'PreliminaryCertificate,

GradeIandGradeII,CertificateLevels);国 際 バ カ ロ レア(lnternational
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Baccalaureate);ロ ン ド ン 商 工 会 議 所 英 検(LondonChamberof

CommerceandIndustry'sexams)o

マ イ ノ リ テ ィ の 現 代 外 国 語:1980年 代 に 少 数 のLEA(地 方 教 育 当 局)

は マ イ ノ リテ ィ の 母 語(minoritymothertongues)を 中 等 学 校 の カ リキ ュ

ラ ム に 導 入 し、 巡 回 母 語 教 員(peripateticteachers)を 学 校 に 派 遣 し始 め

た 。 言 語 助 手 あ る い は 母 語 援 助 教 員(LanguageAidesormothertongue

supportteachers)の 教 員 数 は 増 加 し た 。 そ こ で 、1981年 にLEAは 幼 児 学

校 と 小 学 校(infantandprimaryschools)に お け る マ イ ノ リテ ィ の 子 供 の

母 語 を 発 展 さ せ て 、 英 語 を 習 得 さ せ る べ き で あ る と の 改 正 方 針 が 、 内 政 委

員 会(HomeAffairsCommittee's)報 告 に 示 さ れ た(Abudarham,p.147)。

2.マ イ ノ リ テ ィ の 学 校 ・ク ラ ス に お け る 現 代 外 国 語

1977年 に ロ ン ド ン 教 育 当 局(InnerLondonEducationAuthority、 略

し てILEA)の バ イ リ ン ガ ル 教 育 プ ロ ジ ェ ク トに よ り、ILEAの 助 成 金 援 助

で マ イ ノ リ テ ィ の 母 語 は 有 志 学 校(voluntaryschools)、 コ ミ ュ ニ テ ィ ・

母 語 ク ラ ス(community-basedmothertongueclasses)、 学 校 の 施 設 を

借 用 し た し た パ ー トナ ー シ ッ プ 母 語 ク ラ ス(partnershipmothertongue

classes)な ど で 教 え られ て い る 。

1975年 に 、主 と して マ イ ノ リ テ ィ の 父 母 が 設 立 し た 有 志 学 校(voluntary

schools)、 マ イ ノ リテ ィ ・ス ク ー ル(mothertongueschools)、 補 修 学 校

(supplementalschoo1)の 存 在 が 報 告 さ れ て い る 。 コ ミ ュ ニ テ ィ ・母 語 ク

ラ ス は117ク ラ ス あ っ た 。 こ れ ら の 学 校 で は 、 そ れ ぞ れ イ タ リ ア 語 、 ポ ー

ラ ン ド語 、 ギ リ シ ャ 語 、 中 国 語 、 ス ペ イ ン語 、 ヘ ブ ラ イ 語 、 南 ア ジ ア ・イ

ス ラ ム 教 の 言 語(SouthAsianMuslims'religiouslanguage)、 ア ラ ビ ア 語

な ど が 教 え られ て い る(Abudarham,pp.145～146)。
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3.独 立 学校 に お け る現 代 語

教 育 法 は 独 立 学 校(lndependentschool,私 立 学 校)に は適 用 され な い。

従 っ て1988年 教 育 改 革 に よ る現 代 外 国 語 の カ リキ ュ ラ ム は 、 独 立 学 校 の

カ リキ ュラ ム に理 論 的 に は 関 係 な い が 、実 践 に お い て 影 響 して い る と考 え

られ る。

独 立 学 校 で は、 生 徒 の 募 集 に 際 して 、各 学 校 で 特 別 に 関 心 を 示 して い る

事 柄 を 明 示 して い る。 例 え ば 、 現 代 語 関 係 で は 海 外 留 学 生 や 両 親 が 海 外

に い る英 国 人 を 受 け 人 れ る こ と、 外 国 人 国 籍 の 生 徒 を 少 な く と も定 員 の

10%受 け 入 れ る こ と、準 備 して い る外 国語 科 目名 、外 国 人 の ため に外 国語

と して の 英 語 、EFL(Englishasaforeignlanguage)を 指 導 す る こ と、 平

均15人 以 下 の 少 人 数 制 クラ ス で あ る こ とお よ び 特 別 ニ ー ズ と して 、 英 語

の 読 み 、書 きの 困 難 な生 徒 に対 す る補 修英 語(RemedialEnglish)を 指 導

す る こ と、海 外 留 学 生 の ス ピー チ 障害(speechdefect)に 対 す る ス ピー チ ・

セ ラ ピス ト(aspeechtherapist)に よ る英 語 矯 正 が で き る こ とな どで あ る 。

EFLが 外 国 人 の 生 徒 に 提 供 さ れ て い る 学 校 とそ う で な い 学 校 が あ る 。

EFL科 目履 修 に特 別 授 業 料 を 要 求 す る学 校 とそ うで な い 学 校 が あ る。 少 な

く と も、フ ラ ン ス語 、 ドイ ツ語 、ス ペ イ ン語 、 ギ リ シ ャ語 のAレ ベ ル 試 験 、

ロ シア 語 は0レ ベ ル試 験 の 言 語 科 目が 開 設 さ れ て い る。 ラ テ ン語 は現 代 語

で は な い が 一 般 に 教 え られ て い る。 イ タ リア 語 と他 に幾 つ か の 現 代 語 も、

時 折 開講 され て い る(AdvisoryCentreforEducation,P.4)。

4.高 等 教 育 機 関 に お け る現 代 語

現 代 語 は ポ リテ クニ カル ・ス クー ル(専 門 学 校)、教 員養 成 カ レ ッジ 、大 学 ・

大 学 院 のPGCE、 言 語 学 科 、現 代 語 学 科 な どで教 え られ て い る。PGCE(Post

GraduateCertificateofEducation)「 大 学 院 教 育 証 書 」 とは 、 大 学 院 で例 え

ば小 学 校 、 中等 学 校 の 教 員免 許 を取 得 で き る1年 間 コー スで あ る。 教 員 養
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成 カ レ ッジ は4年 間 コー ス で教 員免 許 を 取 得 で きる が 、 大 学 は3年 間 コー

ス で あ るか ら、 大 学 卒 業 者 が 教 員 免 許 を 取 得 した い 場 合 に は、 大 学 院 の

PGCEコ ー ス で 取 得 す る こ と に な る。SOAS(東 洋 言 語 学 科)、UCL(ロ ン

ドン大 学 ユ ニ バ ー シテ ィ ・カ レ ッ ジ)、 エ デ ィ ンバ ラ大 学 な ど は言 語 教 育

と して 知 名 度 が高 い 。

教 員 養 成 ・研 修(lnitialandIn-serviceteachertraining)

主 要 な現 代 言 語:教 育 科 学 省 は 次 の 事 柄 を 提 案 ・奨 励 して い る(DESW,

P.15)。 教 員 の 言 語 能 力 同 復 の た め に、 国 内 あ るい は 海 外 に お け る教 員 養

成 の必 要 性 が熟 考 され るべ きで あ る。 教 員 養 成 機 関 は 、大 学 院 にお け る教

育 資 格 免 許 証 コー ス で 提 供 す る 言 語 数 を増 加 す る こ と、 言 語 学 習 の 実 践 的

局 面 を重 視 す る こ と、1言 語 以 上 を 教 え る こ と。 教 員 養 成 機 関 は 、 政 府 が

提 案 した教 員 研 修 の ニ ー ズ に適 合 すべ きで あ る。 教 育 養 成 機 関 の コー ス に

入 学 す る に は 、 高 い 言 語 能 力 基 準 が要 求 され る。 この基 準 は一 般 に 、 か な

り長 期 の 海 外 滞 在 者 に よ って の み 達 成 可 能 で あ り、 教 員養 成 期 間 中 に 、 こ

の基 準 は維 持 さ れ な け れ ば な らな い 。 教 員研 修 に お い て も、 コ ミュニ ケー

シ ョンを 目的 とす る外 国語 指 導 の 強 化 が、 増 進 され な けれ ば な らな い 。

マ イ ノ リテ ィ の言 語:PGCEとB.Ed.(BachelorofEducation)「 教 育 学 士 」

コー ス に お け る外 国語 の 専 攻 は、 フ ラ ン ス語 と ドイ ツ語 が 主 流 で あ る。 教

員 養 成 機 関 で は 、ESL(EnglishasaSecondLanguage)「 第 二 言 語 と して

の英 語 」 あ るい はEFL(EnglishasaForeignLanguage)「 外 国 語 と して の

英 語 」 の 教 員 養 成 の 施 設 を提 供 す る。 しか し、 イ タ リア語 と ウエ ル ズ語 は

別 と して 、Undueあ る い はBengaliの よ うな 言 語 の 教 師 を訓 練 す る マ イ ノ

リテ ィ言 語 の 能 力 と公 的 資 格 取 得 の た め の規 定 は な い 。

多 くの 素 質 あ る教 員 が 多 民 族 学 校 で 教 え る こ とが 期 待 され て い る が 、 教

員養 成 コー ス で は マ イ ノ リテ ィ の どの 言 語 も、 特 に ア ジ ア の 言 語 コー ス
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は 設 け られ て い な い 。 中 等 学 校 の 生 徒 に適 切 な 言 語 認 識 に 関 す る コー ス

(Languageawarenesscourse)は 、教 員 に と って必 要 とされ て い る よ うで

あ る。

全 て の 教 員 は 言 語 の 教 師 と して 審 査 され 、特 に 多 民 族 学 校 に 配 属 され な

け れ ば な らな い 。 しか し、 マ イ ノ リテ ィ言 語 教 員 数 の 不 足 の原 因 は、 特 有

の 言 語 分 野 で あ る こ と と、適 切 な 教 材 が不 足 して い る こ とに あ る。 これ が

学 校 、 カ レ ッ ジ、 大 学 に マ イ ノ リテ ィ 言語 科 目あ る い は コー ス の 開設 を思

い 止 ま らせ 、 マ イ ノ リテ ィ言 語 の 教 員 養 成 が うま くい か な か っ た原 因 で あ

る。

1980年 代 に 、 コ ミ ュニ テ ィ言 語 教 師(communitylanguageteachers)

の 問題 とマ イ ノ リテ ィ言 語 教 員養 成 施 設 の 提 供 の可 能 性 につ い て論 議 され

た 結 果 、TheRSA「sDiploma(免 状)の み が 英 国 の コ ミュ ニ テ ィ言 語 教 育

資 格 授 与 に値 す る コー ス(award-bearingcourse)と して唯 一 で あ る。 し

か し、この コー一スを 受 講 した 教 師 は このDiplomaは 教 員 資 格 身 分(Qualified

TeacherStatus、 略 してQTS)と して 認 め られ な い の で 、フ ラ ス トレー シ ョ

ンを 感 じて い る。

1970年 代 に 教 育 科 学 省(DepartmentofEducationandScience,略 して

DES)は 教 員 資 格 を 持 た な い 海 外 の 大 学 卒 業 生 に 、QTSを 提 案 して い た。

現 在 で は 、 海 外 の 教 員有 資 格 者 は英 国 の ク ラ ス で教 え る教 授 方 法 論 に精 通

す る た め に 、教 員 研 修 を受 け る。 多 くのLEA(地 方 教 育 当 局)は この 研 修

を提 供 して い る。

母 語 プ ロ ジ ェ ク ト 学 校 評 議 会(Schools,CouncilMotherTongue

Project)、 地 方 教 育 当 局 、 多 くの カ レ ッジ、 大 学 は 、 主 流(mainstream)

の 教 員 と少 数 民 族 の 有 志 学 校 教 員(voluntaryschoolteachers)の 短 期 教

育 研 修 を 準 備 した。 幾 つ か の 大 学 はPGCEコ ー ス に マ イ ノ リテ ィ母 語 を 含

む 計 画 に興 味 を 示 した。 若 い バ イ リ ンガル ・ス クー ル 卒 業生 と大 学 卒 業 生
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(bilingualschoolleaversandgraduates)に は 、 コ ミ ュ ニ テ ィ ・ス ク ー ル

教 員 の 教 員 養 成 が 奨 励 さ れ る べ き で あ る と し て い る(Abudarham,p149

～150) 。

5.言 語学校 におけ る現代語

現代 外 国語 を学 習す る英 国人の生徒 ・学生 の多 くは、学校 の長期休 日に

その言 語圏 に滞在 して学校 に行 った り、オーペ ア(aupair)と して現代外

国語 圏 の国の家 庭 に住み込 ん だ り、旅行 な どで生 きた言語 を学 ぶ。 また、

そ の言語 圏か らオー ペアを英 国の 自宅 に住み込 ませ て外 国語 を学 ぶ。英 国

にお いてはオーペ ア とは、特 に ヨー ロ ッパか らの外 国人学生 が、英 語や英

国文化 を学 ぶ 目的で英 国人の家庭 に短期 間住ん でその家 庭の手伝 いをす る

外国人 を指 す。他方、 フラ ンスや ドイツな どで も英 国人 な どをオーペ ア と

して受 け入れ てい るが 、オ._._ペア制度 は他 国におい て よ り、英 国のほ うが

盛 んで ある。これ は国際語 としての英語を学ぶ学生 数が多 いためであ ろ う。

英 国で言語学校 に行 くの は、現代 外 国語専攻 の学生 のみ でな く、専 門に必

要 な言語、例 えば医学の場合 は ドイ ツ語、法 学の場合 はフラ ンス語 な どを

学 ぶ学生 も多 いよ うであ る。

言語学 校の主流 はベル リッツ ・ス クール で、ベル リッツ教授 法に よって

多数 の現 代言語 が教 えられ ている。 ベル リッツ教授 法 は ドイツ生 まれの ア

メ リカ人 ベル リッツ(MaximilianD.Berlitz)の 教 授法 で、直接 教授 法 の

一つ であ る自然教授 法(NaturalMethodの 代表)で あ る
。 これ は、幼児が

母語を習得 す るよ うに外 国語 も自然 に学 習 させ る方法 で、 日常会話 中心 で

会話 中心教授 法(ConversationalMethod)と も呼 ばれ た。 現在 では世界 の

数10か 国に200近 いベル リッツ ・ス クール が あ り、 ほ とん どの言 語 がベ

ル リッツ ・メ ソー ド(BerlitzMethod)で 教 え られ てい る(塩 沢 、p.13)。



52

11現 代語 の歴史 的背景

英 国の学 校の現 代語教 育は1980年 代前後 か らコ ミュニ ケー シ ョンに焦

点 を 当て る よ うにな り、 マイ ノ リテ ィの母 語教 育 も現 代語 と して、1970

年代 か ら学校教 育 に導入 され始 めた。 これ は英 国の社 会的変化 と言語学 的

発展 による。

1.社 会 的変化

1)学 校 におけ る現代 語

伝統 的にパ ブ リック ・スクール(私 立エ リー ト中等学 校)に お ける主要

な言 語は、 ラテ ン語、ギ リシ ャ語 、 フランス語、 ドイ ツ語であ り、 ステー

ト ・ス クール におけ る主要 な現 代語 は、 フラ ンス語 、 ドイ ツ語 であ る。 ラ

テ ン語(現 在死語 であ る)や ギ リシャ語 は、西洋 文明の基礎 として現 代文

明の発祥地 であ る古代ギ リシ ャ とローマ帝 国に由来す る。 さ らに、 ラテ ン

語、ギ リシ ャ語 、 フラ ンス語、 ドイ ツ語 な どは、英国 の歴史 と英語 の歴史

に関連 してい る。

学校 教育 にお いて、1970年 頃 よ り現代語 が コ ミュニ ケー シ ョンに焦点

を 当て るよ うになったのは、言語研究 の観点 か ら現代語 が生 きた言語 とし

てコ ミュニケー シ ョンの手段 であ ること と相 まって、移 民の増加 による母

語教 育の必要性 が認識 され た ことに よる。1980年 代 か らは、英 国の経済 ・

貿 易、 さ らに、 国際 的に現 代語 の必要性 が高 まった。 ゆ えに、1988年 教

育 改革 にお いて、ナ シ ョナル ・カ リキ ュラムがステー ト ・ス クール に導入

されて現代語 の学習が必修 とな り、1995年 の カ リキ ュラム改正 によ り 「現

代 語」は 「現代外 国語」とな り、外国語の習得 が増 々強化 され るよ うにな っ

た。
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2}マ イ ノ リテ ィの母 語

1950年 代 か ら移 民 の 増 加 に 伴 い 、 か れ らの 母 語 教 育 に 関 す る議 論 が 多

局 面 か ら論 争 さ れ た。1977年 のILEAの 助 成 金 援 助 に よ る コ ミ ュ ニ テ ィ ・

母 語 ク ラ ス 、 そ の 後 政 府 の援 助 に よ る学 校 の 施 設 を 借 用 した パ ー トナ ー

シ ップ母 語 ク ラ ス の実 施 を 経 て 、1980年 代 に 幾 つ か のLEAは マ イ ノ リテ ィ

の母 語 を 中等 学 校 の カ リキ ュ ラム に導 入 し、 幾 つ か のLEAは 巡 回母 語 教 員

を学 校 に派 遣 し始 め た。 言 語 助 手 あ る い は母 語 支 援 教 員 の 教 員 数 は増 加 し

た。 そ こで 、1981年 に 内省 委 員 会(HomeAffairsCommittee)報 告 に お

い て 、LEAは 幼 児 学 校 お よび 小 学 校(lnfantandprimaryschools)に お け

るマ イ ノ リテ ィの子 供 の 母 語 を発 展 させ て 、英 語 を 習得 さ せ るべ き で あ る、

との改 正 方 針 が示 さ れ た(Abudarham,p.147)。

言 語 ・文 化 ・母 語v英 語 、 バ イ リン ガル な どの 論 旨 が1950年,1960年,

1970年 と論 議 さ れ た が 、 か れ らの 母 語 の維 持 と促 進 教 育 は 、 学 校 教 育 に

お い て1980年 代 初 期 ま で 不 変 で あ っ た。1977年 に ロ ン ドン教 育 当局 の

バ イ リ ン ガ ル 教 育 プ ロ ジ ェ ク トに よ り、 マ イ ノ リテ ィの 母 語 は マ イ ノ リ

テ ィ有 志 学 校 、 コ ミ ュニ テ ィ ・母 語 クラ ス 、 学 校 の施 設 を 借 用 した パ ー ト

ナ ー シ ップ母 語 クラ ス な どで 教 え られ て い る。

1980年 代 か らコ ミ ュニ テ ィ言 語 教 育(communitylanguageteaching、

略 してCLT)を 奨 励 し、 幾 つ か のLEAは マ イ ノ リテ ィ の言 語 を 中等 学 校 の

カ リキ ュ ラ ム に 導 入 し始 め て い る(Abudarham,pp.146,147)。

2.言 語学 的背景

人々が 日常使 用 してい る言語 、 とりわ け研究 あ るい は教育 の部門 とみ な

され るψヨー ロ ッパ で、人 々が 日常使 用 してい る言語 を、現 代語(Modern

language)と い う。 古語 、例 えばラテ ン語 の死語 に対 して、現代 語 は生 き

た言語 を指 す。 生 きた言語 とい う場合 に、そ の言語 を 使用 す る母 語 話者
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(nativespeakers)が 存 在 しな け れ ば な らな い(Crystal,Cambridge,p284)。

世 界 の 現 代 言 語 あ る い は 方 言 は20,000以 上 あ り(TheVoegelins'great

ClassificationandIndexoftheWord'sLanguages,1977)、 こ れ ら が 約

4,500の 生 き た 言 語 に グル ー プ 分 け され て い る。 しか し、 少 数 民 族 が かれ

らの 言 語 を 使 用 しな くな る 人 口 が 減 少 して い る傾 向 か ら、1977年 以 来 生

き た言 語 は4,000よ り少 な くな って い る と思 わ れ る(Crystal,Cambridge,p.

285)o

現 代 言 語 学 の発 展 は18世 紀 末 期 か ら、音 声 学 は19世 紀 中 期 よ り始 ま る。

ヨー ロ ッパ とア メ リカ の言 語 研 究 の 主 な2つ の ア プ ロー チ が結 合 して 、 現

代 言 語 学 の 基 本 概 念 を 形 成 した。 そ の1は 、20世 紀 に ジ ュネ ー ブ の 言 語

学 者 ソ シ ュー ル(FerdinanddeSaussure,1857～1913)に よ って 導 入 さ

れ た 、 生 き た 言 語 構造 を 支 配 ・決 定 す る原 則 の 研 究 で あ る。1916年 刊 行

の 彼 の著 「CourseinGeneralLinguistics」 で 、 現 代 言 語 学 の 基 本 概 念 が提

示 さ れ て い る。 そ の2は 、 ア メ リカ に お い て 提 示 さ れ た 、 生 き た言 語 の ス

ピー チ ・パ ター ン(speechpattern)を 準 備 す る ア プ ロー チ で あ る。1911

年 に刊 行 され た ボ ア(FranzBoas,1858～1942)著 、 「TheVolumel,the

HandbookofAmericanIndianLanguages,p.60」 に 、 新 しい方 向 が次 の よ

う に強 く述 べ られ て い る。 「言 語 を 自由 に駆 使 す る 能 力 は 正 確 さ と完 全 な

知 識 を 得 る必 要 不 可 欠 な手 段 で あ る。 とい うの は 、 言 語 能 力 が駆 使 で き る

ま で に到 達 しが た い 人 に とっ て 、 多 くの情 報 は 自 国生 まれ の 人(natives)

の 会 話 を 聞 くこ とに よ っ て 、 ま たか れ らの 日常 生 活 に 関与 す る こ とに よ っ

て 、 得 る こ とが で き る か らで あ る。」(p.407,Christal,Cambridge)。

現 代 語 は 生 き た 言 語 で あ る こ と か ら、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力

(communicationcompetence)を 目的 とす る こ とに焦 点 が 当て られ は じめ

た。 チ ョム スキ ー と クラ ッシ ェ ンは 言 語 能 力(languagecompetence)に

焦 点 を 当 て た が,ク ラ ッシ ェ ンの 言 語 能 力 の定 義 は チ ョム スキ ー の 定 義 と
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は 異 な る。

おわ りに

英 国 の学 校 ・教 育機 関 におけ る現代語 教育 の変化 は、1988年 教育 令 に

始 ま った。1988年 教 育令 に よ りナ シ ョナ ル ・カ リキ ュラムが教 育史 上始

め て導入 され、現代語 の学習 がイ ングラ ン ドとウエルズ の公立 中等学校(ス

テー ト ・コ ンプ リヘ ンシ ブ ・ス クー ル)で 義務づ け られ た。1995年 に現

代 語は現代外 国語 と改正 され た こ とは意味 深い。 ウエル ズ語 はウエル ズが

指導 言語で ある公 立学校 では外 国語で はないが、英語 が指導 言語であ る公

立学校 では第1外 国語 として必修 とな っている こ とは、英 国において ウエ

ル ズ語 が重要 視 され ことを示 してい る。ス コ ッ トラ ン ドと北 アイル ラン ド

の教育制度 はイ ングラ ン ドとウエル ズの教育制度 とは異 な り、 それぞれ独

自の教育制度 であ るが 、前者 にお ける現代 語必修 は後者 の学校お ける少 数

民族 のケル ト語 の維持 と促進 に大い に影響 を与 えている と考 える。 ちなみ

に、ス コ ッ トラ ン ドと北 アイル ラン ドにお いて、 ケル ト語 は学 校教育 に導

入 され、促進 され てい る。 これ は当地で ケル ト語 を維持 したい人 々や団体

の永年 におけ る努 力の結 果で もある。

学校教育 におい て、現 代語科 目は英 国の成立 に関連 して重要視 されて き

た。 しか し、特 に1945年 後 か らの移 民 の増 加 と英 国 の経 済の低 迷お よび

世界の 中で国際的 に必要 とされ る人材 の養 成に対処す るために、政府 は学

校教 育 にお いて現代 語学習 を促進 ・強 化す る教育法 を導 入 した。 ステー ト0

ス クー ル にお ける現 代語教育 は従 来通 り習得す る言語 で授業 が行 われ てい

る こと、中等学校 のみでな く、小学校 の カ リキ ュラム にも少数民 族の母語

が導入 で きる ことお よび母語 を話す巡 回教師が学校 に派遣 され る こ とが奨

励 され てい る こ とは評 価 でき る。理論 では現代言 語 は奨励 され てい るが、

問題 は依然 と して優先言語 が フランス語 と ドイ ツ語 であ るこ と、少数 民族



56

の母語 を教 え る教 員不足 の ため に外 国語 としての母語 が理論 に反 してカ リ

キ ュラムに導入 され に くい ことである。政 府は言語学 習の評 価を 国家試験

(Aレ ベル ・0レ ベル試験)に 期待 してい るが、政府 が奨励 してい る言語科

目にあ ま り変化 はない と思われ る。

少数民族 の学校 には1977以 来、ILEAの 助成金 援助 でマイ ノ リテ ィの母

語 は有志学校 、 コミュニテ ィ ・母 語 クラス、学校 の施設を借用 したパー ト

ナー シ ップ母 語 クラスな どで教 え られて い るが、1988年 の教 育令 に よる

変化 はさほ どない よ うであ る。

私立学 校(独 立学 校)、 高等 教育 並び に言語学 校そ れぞれ のケー スを理

論 と実践 の観 点 か ら考察 し、現 代語 学習促進 におけ る諸 問題 を指摘 す る。

多民族 ・多文化 国家 であ る英 国の現代語 学習の促進 ・強化 の方策 は、社 会

の変 化に よ り従来 の言 語教育 にコ ミュニケー シ ョンが必要 とな ってきた こ

と、言語学 において コ ミュニケー シ ョンに関す る理論が発展 して きた こと、

少数 民族 の言語 に関す る関心 が内外か ら高 ま った こ とに関係 してい る。 問

題 とな って いる移 民を含む少数 民族の歴史 ・文化を維持 ・促進 す るこ とに

よ ってかれ らを英国 に同化せ ず平等視 し、かれ らの言語(母 語)を 外 国語(ウ

エルズ語 のケースは例外)と して言語戦略 に用い る ことが含蓄 されてい る

と思われ る。 この観点 か ら現 代語教育 の歴 史的背景を学校 におけ る現代語

とマイ ノ リテ ィの母語 の社 会的変化お よび言 語学的背景 を概観 した。
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